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隅田川絵図と記念品原画の“国指定重要建造物三橋” 

隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会 



 

隅田川クリーンキャンペーン実行委員会 設立趣意書 

 

 

東京を代表する母なる川 「隅田川」 は、平安時代の「伊勢物語」にも登場する歴史ある 

河川です。特に江戸時代には、江戸の経済活動を支える水運として盛んに活用される

とともに、納涼や花火など江戸庶民の憩いの場としても賑わいを呈したと言われてい

ます。また、沿岸では葛飾北斎をはじめ多くの文人墨客が活躍し、江戸の文化の中心

地でもありました。 

 

このように多くの人々から愛され、また、長い年月の中で培われた歴史や文化、旧

跡がある隅田川の魅力を大切にするとともに、人々が自然とふれあう貴重な水辺とし

て甦らせ、真に東京の顔にふさわしい隅田川にしなければならないと思います。 

 

現在でも、隅田川については、環境悪化も懸念されておりますが、流域住民の方々

をはじめ多くの関係者のご尽力より、水質は徐々に改善され、水辺を散策できるテラ

スやスーパー堤防の整備も大分進んで参りました。さらに、春の桜祭りや夏の花火大

会をはじめ、レガッタ、灯篭流し、橋のライトアップなど、楽しいイベントも年々充

実されつつあります。 

 

流域住民、河川に関心のある市民団体、沿川区及び東京都で組織する「隅田川流域

連絡会」では、隅田川のこうした現況を踏まえ、隅田川の潤いと賑わいを復活させ、

流域の活性化をはかる検討や提言を行なって参りました。 

 

このたび、そうした方策のひとつとして、人々が隅田川に愛着をもつと共に、より

良い水辺環境を創ることを目的に ｢隅田川クリーン作戦｣などのクリーンキャンペー

ン事業を実施したいと考え、標記の実行委員会を設立するものです。 

 

 

                                        平成 16 年 6 月 24 日 

  設立代表者 隅田川流域連絡会 座長 

                                      土 屋 十 圀 
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藤 原   隆 
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鈴 木 俊 一 

高 橋 佑 司  

安 藤 誉 和 

前橋工科大学名誉教授、中央大学理工学

研究所・大学院兼任講師 

（株）銀座パーキングセンター 

中央区環境土木部 

NPO水都東京を創る会 

環境カウンセラー 

NPO江東区の水辺に親しむ会 

隅田川市民交流実行委員会 

NPOまちなみ育成会 

隅田川を愛する会 

工学院大学講師 

旅行社 

NPO江東区の水辺に親しむ会 

前・(株)いであ 

江東エコリーダの会 

立教大学大学院 

環境カウンセラー 

みずとみどりの研究会 

環境局自然環境部水環境課 

島しょ農林水産総合センター 

隅田川市民交流実行委員会 

墨田区観光協会 

独立法人都市再生機構 



隅田川クリーンキャンペーン事業計画概要（25.6.1５） 

１、実施趣旨 

東京を代表する母なる「隅田川」の景観を守ると共に、潤いと賑わいを復活する為の実践行動とし

て、隅田川に関心のある都民や流域住民、団体が行政機関と協力して、同一日、同一時間帯に清掃

活動を行う「第８回隅田川クリーン大作戦」を実践する。 

水面については東京都建設局の清掃船の協力を得て清掃作業を同時刻に行ない、浜町公園スーパー

堤防においては河川環境、流域整備状況のパネル展示、関係資料配布等啓発を行なう。 

２、実施日時 

平成 25 年６月 15 日(土) 午前 8 時 45 分から午前 12 時 00 分まで。 

＊作業準備：約 15 分 

＊清掃作業：約 2 時間 

＊イベント：約 30 分（浜町公園スーパー堤防） 

３、実施機関等 

 主 催：隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会 

 後 援：国土交通省関東地方整備局・東京都建設局 

中央区・台東区・墨田区・江東区  

 協 力：建設局河川部・江東治水事務所・第一建設事務所・第五建設事務所   

第六建設事務所・（財）東京都公園協会・東京新聞 

協 賛：（財）東京都公園協会・（株）建設技術研究所・東京都観光汽船（株） 

（株）サンテックインターナショナル・（株）いであ・江東エコリーダの会・ 

隅田川市民交流実行委員会・NPOまちなみ育成会 

４、清掃場所並びに集合場所 

 隅田川中流部の桜橋から下流部の勝鬨橋までの 8ｋｍの両岸を対象にテラス・管理用通路及び沿

川の公園等を、上下流から清掃して浜町公園に終結する。 

＊1 ルート勝鬨橋（中央区側）テラス、 ＊2 ルート桜橋（台東区側）テラス、 

＊3 ルート石川島公園（佃島側）テラス、＊4 ルート桜橋（墨田区側）テラス、 

5、清掃方法 

1）清掃方法は、参加者が「のぼり旗」を掲げ、上記テラス・管理通路等を歩きながらテラス・植込

み等のゴミの収拾掃除等を行う、水面は東京都清掃船が並走清掃する。 

2) このボランティア のほか、流域の市民団体や組織等に特定地域の清掃や植栽等の環境美化活動の

啓発を行なう。 

3) 隅田川右岸テラスでは台東区環境課職員による水辺の水生植物観察・水質検査を行なう。 

＜清掃は各ルートとも約 2 時間＞・・・・・・ 

6、参加者:150 名～200 名 

  ① 隅田川に関心を持つ都民や流域住民。 

  ② 東京都及び隅田川流域行政区の関係者のほか、隅田川に関係する諸団体・企業・ボランティア

組織等とする。 

7、募集並びに参加方法 

  ①実行委員会のホームページ、市民団体・ボランティア組織を通じて呼びかけて実施する。 

  ②行政広報・東京新聞「したまち版」。 

  ③応募は、「郵便はがき」又は「FAX」で氏名・住所・電話番号並びに「参加ルート」 

を記入して事務局まで申込む。 

 





第八回隅田川クリーン大作戦 

～隅田川流域清掃範囲ルート地図＆担当スタッフ～ 

ルート１：勝鬨公園橋右岸⇒浜町公園 ルート３：石川島公園⇒浜町公園 

糸井 守・前田研二郎         中瀬勝義・須永俶子 

土屋 十圀・鈴木 俊一         阿部美和・清水靖久 

 

ルート２：桜橋右岸（台東区）⇒浜町公園 ルート４：桜橋左岸（墨田区）⇒浜町公園 

佐藤 武・風間真理・市川清次・石川 良一   坂元 俊久・佐山 公一・藤原 隆 

 

本部（浜町公園スパー堤防） 

土屋十圀(ルート①兼務)・高橋康夫・池端幹男・宮本恭介・ 

小泉正行・村山隆司・藤原 隆（ルート③兼務） 









  

ワンドの中はに浮遊物が一杯。           相生橋を前方に見て 



言問橋手前のテラス&墨田区役所前のスーパー堤防











隅田川　水辺のすこやかさ調べ（H25.6.15実施）   
１コース ２コース ３コース ４コース 決めた理由

川やまわりの景色 3 2 3 2 種々の船が行き交う。水面に魚が泳いでいる。
ごみが目につくか 2 2 2 2 川の表面にゴミ
水に触れたいか 3 3 3 2 水生物がいるような感じがする
どんな臭いを感じるか 3 2 3 1 水辺は心が洗われる。下水の臭い
どんな音が聞こえるか 2 1 3 1 様々な音がするが気にならない。高速。高速下で車が多い。
川にまつわる話 3 3 3 2 隅田川は様々ある
水辺に近づきやすいか 2 2 2 2 ワンド状のものがあればもっと近づける。一部触れられる。
多くの人が利用しているか 2 2 2 3 散歩、釣り、写真撮影など。ランニングをしている人が多い。
産業などの活動 2 1 2 3 船など。舟（巡回）や屋形船が見られる。
環境の活動 3 2 2 2 ゴミ捨い、花植えなど
水の流れは豊かか 2 3 2 2 結構速い
岸のようすは自然らしいか 1 2 2 2 もう少し自然的な要素が必要
魚が川を遡れるか 3 3 3 3
水辺に植物はえているか 1 2 3 2 テラスに花を植えている
鳥はいるか 2 1 2 ー もう少し鳥の棲む場が必要だ
魚はいるか 2 2 2 ー 直線的な川でなくする（ワンドとか）
水は透明か 3 3 3 ー 今日は比較的透明だった
水はくさくないか 3 2 3 2
水はきれいか 1 1 ー ー 勝どきで７．０mg/L

隅田川は「東京の顔」なので、もっと触れ合える場にする必要がある。
快晴に恵まれた。心配した雨でなく、良かった。
隅田川へは数回来たことがある。クリーン作戦は初（学生）
初めて来た。ゴミが少ないと思った。（子供とおじいちゃん）
第１回から参加している。以前に比べてゴミの量が減った。川もきれいになったと思う。（今井さん）
普段から川を見ているが、ゆっくり見る機会のなかったので良い機会であった。思ったよりゴミは少ない。（区職員）
橋の下を通ったが、橋の上もゴミがあるので拾った。

快適な水
辺

地域との
つながり

自然なす
がた

ゆたかな
生きもの

水のきれ
いさ

自由意見









 

 

 

毎年、梅雨時の隅田川クリーン大作戦で天候が心配されますが今年は、その心配もなく晴天

に恵まれて、参加者は約２００名の応募者があり、当日総参加者は１８８名（行政・主催者

含む）となり例年になく盛況でした。今回は、中央大学生１３名がルート別に参加され、企

業の参加も増え、且つお子様連れ（幼児・小学生）の参加が特筆されます。 

暑さの中の清掃作業で、行き届かない点が多々あったことと思いますが、これを反省点と

して次回に反映してまいります。 

主催者として参加者はじめご協力頂いた企業・団体・行政関係者に心からお礼を申し上げま

す。 

下記に参加動態を示させて頂きます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ルート① ルート② ルート③ ルート④ 本 部 総参加者 

総参加申込み数 ６９名 ５３名  ３１名  ３９名  ７名  １９９名 

当日参加者  ５７名  ４５名   ３８名  ３４名  ７名  １８1 名 

（財）都公園協会事業部、(財)都環境整備公社清掃船３名ゴミ収集４名を加

え。   

総数 １８８名の参加者 

＊参加者内容は、個人、大学生、環境・河川団体、企業（社会貢献企業） 

及び下記の行政機関、実行委員会スタッフです。 

＊東京都建設局河川部３名、第１建設３名、第５建設４名、第６建設２名 

中央区環境土木部５名、台東区環境清掃部他６名、墨田区都市整備部９名 

（財）都・公園協会水辺事業部５名、(財)都環境整備公社（清掃船）３名  



（ゴミ収集）４名、実行委員会 ２０名。 

第八回隅田川コリーン大作戦 

アンケートの集計結果 

○  アンケート回収人数    １４０名 

○  アンケートにご回答頂いた年代は、１０代から７０代と広がっており、女性より男性の方が多い結

果になりました。住所別では江東区、葛飾区、中央区、台東区、墨田区、大田区の順で、その他の東

京都内や埼玉、千葉、神奈川県などからも多数ご参加頂きました。 

このイベントを知ったのは事務局からの案内はがきやその他（関係者などからの案内）が多い結果

となりました。 
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第八回隅田川コリーン大作戦 

○ 申し込まれたルートは、ルート１、３、４、２の順番で、選択の理由は、隅田川や景観に 

興味、家から近いからの順でした。ルートの距離についてはちょうど良い、また今後も参加したいとの回

答が圧倒的でした。参加の感想は良かったが多く、隅田川の整備については必要という方が多い結果に

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



第八回隅田川コリーン大作戦 

○ 具体的なご意見をお伺いしたところ以下の回答を頂きました。 

１．今回参加された感想について 

楽しかった 

年 2回にしたい 

いい企画です 

煙草と犬のふんが気になった 

すべてが繋がれば良い 

疲れた 

親子連れの方もいて良かった 

ゴミが少なくなった 

２．東京都は隅田川沿いに遊歩道などを整備して水辺の活性化に努めています。 

ご感想を記していただきました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．あなたが日頃、隅田川等の川に対して思っていることをお聞かせください。 

東京を代表する河川 

水がきれいになりました 

美と安全を保って下さり感謝します 

美しさを維持したい 

もっときれいに 

サイクリングロードが欲しい 

今後も続けたい 

花火 

隅田川と聞いただけで懐かしく暖かくなる 

スカイツリーの風景としても隅田川は魅力がある 

耐震性を確保すべし 

予算次第 

ハゼやカニも見えて良かった 

貴重な都会のオアシス。利便性を高めて欲しい 

サイクリング道が欲しい 

階段を減らし、河川沿いを真直ぐ歩けるように整備して欲しい 

自転車と歩行者の区別 

沿道の木々の名前が欲しい 

ワンドをつくって欲しい 

木陰が欲しい 

橋の下のフェンスは不要では？ 

親水性を高めて欲しい 



第八回隅田川コリーン大作戦 

きれいになった 

川べりがきれいになった 

ゴミが多かった 

水辺の利用者が増えて欲しい 

ゴミが目立った 

もっと水質をきれいに 

きれいな隅田川であってほしい 

年々ゴミが減っている 

気持ち良いジョギング道 

親しみがある 

橋の美術館というきれいなイメージがある 

癒される 

きれいになった 

汚い 

きれいになって欲しい 

歴史をもっと伝えたい 

首都高を地下化して欲しい 

水は未だきれいではない 

もっと親しみやすくなれるはず 

さらにきれいになって欲しい 

癒される 

水がきれいになった 

朝日夕日を眺めるのが好き 

世界の川として親しめるものに 

もっときれいに 

レクリエーションには最高の場所 

もっと水辺に親しめる方が良い 

もっときれいに 

橋の博物館を実感しました 

大分きれいになった 

きれいになって嬉しい 

きれいになって嬉しい 

この川は東京のシンボルです 

世界に誇る川になって欲しい 

日本のシンボルの川！ 

 







  



 
隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会ホームページ

http://members2.jcom.home.ne.jp-/t.fuji-taito 

＜ハイパーリングで開いてください＞ 

事務局： 藤 原 隆：E-male：t.fuji-taito@jcom.home.ne.jp 

http://members2.jcom.home.ne.jp-/t.fuji-taito


【実施趣旨】本会は、平成 16 年６月に実行委員会を設立以来、多くの都民はじめ社会貢献企業の皆様の

参加を得て、隅田川クリーン大作戦の趣旨である東京の“母なる隅田川”の環境を守るとともに、「潤いと

賑わいを復活する」ための実践行動として、隅田川に関心のある都民や流域住民並びに企業が、行政機関

と協力して，同一日・同一時間帯に清掃活動を実施する行事も、回を重ねて第８回を実施の運びとなりま

した。新名所“東京スカイツリー”の威容を愛でながらの清掃に、お友達やご家族と一緒に参加してみま

せか？ ＜この度、隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会と改称しました＞ 

【清掃内容】隅田川中流域の桜橋から下流部の勝鬨橋までの約 8ｋｍの両岸を対象にテラス・管理用 

通路・沿川の公園緑地帯を 4 ルートに分け歩きながら夫々浜町公園まで清掃を行う（1 ルート約４ｋｍ） 

 

＜集合場所への交通アクセスは、いずれも地下鉄が便利です＞ 

ルート 1：勝鬨橋（西詰め）＝日比谷線「築地駅」/ルート 2：桜橋＝銀座線・東武鉄道「浅草駅」 

ルート 3：石川島公園＝大江戸線「月島駅」 /ルート 4：桜橋＝銀座線・東武鉄道「浅草駅」 

＊全ての会場には、「隅田川クリーン大作戦」の「のぼり」が立っています。 

＊実施日時：平成２５年 6月１５日(土曜日) ＜集合：午前 8：４５＝開始＝午前９：００～１２：００終了＞ 

＊募集人員：１５０名～２００名/小雨決行 /参加者に飲料水（お茶）・記念品を謹呈、保険加入。 

＊応募方法：個人参加者は氏名・住所・電話番号と希望ルートを記入。グループ参加者の場合は、 

団体名・グループ名（家族も）、代表者及び参加者名・住所・電話番号と希望ルートを記入して 

いずれも「ハガキ」または「ＦＡＸ」で下記宛 ６月１０日までに申込でください。 

事務局：東京都台東区松が谷台東区松が谷４-１７-３  FAX:03-3841-0677 

隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会 事務局・ 藤 原  隆  

＊＊第 45回東京都公園協会賞『奨励賞』受賞の栄誉に輝く（平成 22年 3月 28日）＊＊ 

   

  

後 援：国土交通省関東地方整備局・東京都建設局 

      中央区・台東区・墨田区・江東区、東京新聞 

協 賛：(財)東京都公園協会・（株）建設技術研究所・東京都観光汽船（株）・江東エコリーダの会 

      （株）サンテックインターナショナル・隅田川市民交流実行委員会・NPOまちなみ育成 



隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会規約 

 

第 1 章 総則 

(名称) 

第 1 条 この規約によって定める組織の名称は、隅田川流域クリーンキャンペーン実行委

員会(以下「実行委員会」)と称する。 

(目的) 

第 2 条  実行委員会は東京の母なる川「隅田川」を対象としたクリーンキャンペーン事業

などを通じて、人々が隅田川に愛着をもち、よりよい水辺環境を創り出していくことを目的

とする。 

(事業)  

第 3 条 実行委員会は前条の目的を達成するために、次の事業を行うものとする。 

(1) 隅田川クリーン大作戦などのクリーンキャンペーン事業 

(2) 河川環境向上の啓発活動 

(3) 実行委員会を構成する各団体等の目的のため、連絡事業を行い、情報交換を行う。 

(4) その他、実行委員会の目的を達成するために必要な事業 

(総会および期間)  

第 4 条 実行委員会の総会は、毎年 4 月に開催することができる。  

2. 実行委員会の事業期間は、設立の目的から毎年度の 4 月 1 日から 3 月 31 日までとする。 

第 2 章 組織 

(組織等) 

第 5 条 実行委員会は、事業の開催および運営に関する調整を行うものとする。 

2. 実行委員会の委員長は「隅田川流域連絡会」座長の職にある者を充てる。 

3. 実行委員会委員長は会務を総理し、実行委員会を代表する。 

4. 副委員長、事務局長、監事は互選により決めることができる。ただし、再任は妨げない。

上記役員および委員は別表に掲げる者を充て、実行委員長を補佐する。 

(構成) 

第 6 条 実行委員会の構成は「隅田川流域連絡会」を母体とする流域の市民団体、行政機関

および隅田川とその流域に関係をもつ企業等など(以下、団体等という)によって構成する。 

2. 団体等の実行委員会への参加は、実行委員会の目的、事業について賛同することができ

ることを前提として実行委員会で承認する。 

 (監事) 

第 7 条 実行委員会に監事をおく。 

2. 監事は実行委員会の会計を監査するものとする。 

(任期) 

第 8 条 実行委員会の委員および監事の任期は、毎年度の 4 月 1 日から 3 月 31 日までとす

る。ただし、再任を認めるものとする。 

 



 第 3 章 経費 

(予算および決算) 

第 9 条 予算および決算は、実行委員会の承認を受けるものとする。 

2. 委員会の経費は、寄付金およびその他の収入をもって充てるものとする。 

(会計事務) 

第 10 条   実行委員会の会計事務は、事務局が行う。 

             

第 4 章 事務局 

(事務局) 

第 11 条 実行委員会の事務を処理するために事務局をおく。 

2. 事務局には、事務局長および事務局員をおく。 

3. 事務局の運営に関し、必要事項は実行委員長がこれを定める。 

 

第 5 章 雑則 

(その他) 

第 12 条 この規約に定めのない事項については、実行委員長がこれを定める。 

(付則) 

 ・この規約は、平成 16 年 6 月 24 日から施行する。 

  ・この規約は、平成 24 年 6 月 16 日、一部改定する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会 会計規則 

 

(目 的) 

第１条  この規則は、「隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会」（以下「実行委員会」 

という。）の会計事務の処理基準を定めることを目的とする。 

 

（会計責任） 

第２条  実行委員会の会計責任者は、委員長とする。 

   ２． 実行委員会の会計事務は、委員長が指名する事務局職員が行うものとする。 

 

（処理原則） 

第３条  会計処理は、すべて会計簿に記帳し整理する。また、会計簿には収支に係る     

書類を添付する。 

 

（金銭出納） 

第４条  金銭の出納の場合は領収書を発行し、支払の場合は領収書を徴しなければ 

ならないものとする。 

 

（受領印） 

第５条  実行委員会が受領等のために使用する印鑑は、「隅田川クリーンキャンペーン実

行委員会」 の陰影を用いる。 

 

（会計監査） 

第６条  実行委員会の決算は、監事の監査を受けなければならない。 

 

（委 任） 

第７条  この規則に定めない事項については、実行委員長がこれを定める。 

 

（付 則） 

この規約は、平成１６年６月２４日から施行する。 

平成 24 年 6 月 16 日改正する。（名称一部変更） 

  



第八回隅田川クリーン大作戦 

「ま と め」 

事務局 藤原 隆 

中瀬勝義 

 隅田川テラスから清洲橋の上にスカイツリーが見える景観は新しい隅田川百景ではない

でしょうか。また、卑弥呼をはじめ隅田川をたくさんの観光船が上下し、国外をはじめとし

た、多くの観光客が隅田川からの下町の景観を楽しんでいます。 

水都東京が徐々に広がり、うれしい限りです。 

しかし、2 年前の東日本大震災では、巨大な津波が東日本の太平洋岸を襲いました。今ま

で栄えていた海岸部の多くの都市が大被害に遭い、一挙に町はなくなってしまいました。さ

らに、東京電力福島第一原子力発電所に大被害が発生し、市民も巨大な被害を蒙りました。

その復旧・復興はなかなか進んではいません。   

 人間が厳しい自然の脅威を乗越え、豊かな生活を獲得してきた近代文明ですが、余りに

も大きな自然災害には人間はとても力不足だということをあらためて知らされることにな

りました。 今まで豊かな街づくりを展開してきた地域が一瞬にして津波にさらわれてし

まいました。石油、電気や自動車を活用した、便利な文明も同様に大きな被害を受け、現

代文明を抜本的に見直さざるを得ない状況に置かれています。これからは自然に立ち向か

うのではなく、日本が昔から行ってきた人間と自然が共生する文化に戻る必要があるよう

です。 

 また、局地的豪雨による大洪水や雷や竜巻等の自然災害が、日本だけでなく世界の各地

で発生しています。それらの自然災害は今までより巨大化している感があります。河川管

理の重要性も今まで以上に増しています。そんな大災害時には人と人との助け合いの重要

性が再認識されています。人は人との関係、暖かい関係なしには楽しい人生を送ることが

出来ないのではないでしょうか。 

 隅田川クリーン大作戦は、パリのセーヌ川にも匹敵する素晴らしい水の都東京の身近な

自然である「隅田川」に親しむとともに、みんなで力を合わせてクリーンアップすること

で、人と人の関係を身近に感じる貴重な機会でもあります。今回の東日本大地震の教訓と

して、戦後の高度成長期から続いてきた、どちらかというと経済一辺倒の社会から、人と

人、人と自然との共生を最重点に考える地域のあり方、人々のライフスタイル見直しの機

会として役立てられたらと期待しています。 

アンケートの集計結果は下記の通りです。 

１．隅田川は少しずつきれいになっている。 

２．さらにきれいになり、岸辺にアシなどが生育する世界に誇れる川に！ 

３．市民が憩える、触れ合いの空間として賑わいが増えて欲しい。 

と集約されました。そのために、市民と企業と行政が力を合わせ、前向きに進みたいと思

います。 



 水の都東京を創るために、市民・企業・市民団体・行政のさらなる協働を！ 

 
 

 主催：隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会 

        後援：国土交通省関東地方整備局・東京都建設局 

              中央区・台東区・墨田区・江東区 

              公益財団法人東京都公園協会 

              株式会社 建設技術研究所 
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              いであ株式会社 
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              隅田川市民交流実行委員会 
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